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日本語要旨

英語の複数動詞連鎖:分類と機能

松本知子 (05"JLI02L)
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本稿は、言語の本質は動的 (dynamics)であり塑性 (plastici別であるという立場をとり、英語の「複

数動詞連鎖 (multトverbsequence) Jの性質を、分類と機能を中心に、統語的、意味的、機能的、そ

して歴史的観点から多角的に論じたものである。英語には、(I)-(4)に示すように、 4種類の複数動

詞連鎖があり、本稿ではその4種類に対して、世lefζ10・Vsequence，廿leV-朗 d-Vs句uence，the fιy 

sequence，そして theV-Ving sequenceという用語を用いる。

(I)廿leV-Io-V sequence: 

a. [ like to put lots ofketchup on my fries. 

b. He went to see ‘Twelfth Night'. 

。)由e~ζand-Vsequen田:

a You'lI have to wait and s田 whathappens. 

b. He went and bought thirty doughn山.

。)the V-V sequ巴nce:
a He helped organize the party. 

b. Go wash your hands. 

(4) the fζVing sequence: 

a. My father aJways enjoyed playing golf at weekends. 

b. He went sobbing up廿les恰irs.

そして、本稿で扱う複数動調達鎖は、 (5)のように定義される。

σ)第1動詞は、いつも単独の動詞である。

第2動詞は、単独の動詞か、あるいは動詞句の中の動詞のどちらかである。

第1動詞と第2動詞の聞に、コンマ、あるいは名調句のいずれも入らない。

本稿には2つの大きな目的があり、 1つは、統語的、そして意味的観点からの f複数動詞連鎖の総

分類似egeneraJ c1assification of multi-verb s句uence)Jを行うことであり、もう 1つは、 4種類の個々

の複数動詞連鎖の特徴、そして4種類の複数動詞連鎖の関係性を多角的観点(統語的・意味的・機

能的・歴史的観点)から明らかにすることである。複数動詞連鎖の総分類に関して、統詩的観点か

ら、複数動詞連鎖は、 2つの動詞句から成る「完全統語構造グルーフ。 (fulトsyntactic-structuregroup)J 

と単節(asingle verb pluおめから成る「縮小構造グループ (reduced-structuregroup) Jの2つに分けら

れると主張する。複数動詞連鎖の特徴に関しては、複数動調達鎖が2つの動詞を含んでいるにも関
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わらず、いかなる理由で縮小構造グ‘ループが単節を成すのかを明示するために、 4種類の個々の複

数動詞連鎖を考察する。以下に、第1章の序章と第9.の終章を除く各章の論旨を述べる。

第2掌は、複数動詞連鎖の研究の基盤となる掌である。第3章以降の議論の展開を円滑にするた

めに、 5つの事柄、「コーパス方法論J、「連鎖補文 (ω，tenativecomplement)J、rto不定詞と・ing形の

時間的特性 (temporalproper前J、「直示動詞 (deicticverb) come/goの先行研究J、[複数動詞連鎖の総

分類のスキーマ(schema)Jを示す。連鎖補文は、複数動詞連鎖を特徴づける文法機能であり、

Huddleston and PuIlum (2002)の定義に従い、その概観を示す。直示動詞come/goは、複数動詞連鎖

の第l動詞として中心的役割を担う動詞であるが、複数動詞連鎖の第1動詞としての先行研究はほ

とんどない。第3章以降の複数動詞連鎖の考察を行う前に、単独の直示動詞の先行研究を精査する

必要があるため、 Fillmore(1971)、Clark(1974)、Radden(¥996う、 Bourdin(2003)、そして Ma匂umoto

(2013)を取り上げる。本稿独自の事柄は、コーパス方法論、 to不定調と-ing形の時間的特性、そし

て複数動詞連鎖の総分類のスキーマである。コーパス方法論では、従来使われてきた「コーパス例

示手法 (corpus-iIIustratedtechnique) Jと「コーパス基盤手法 (co叩us-b筒ed旬chnique)Jに加えて、

「コーパス確認手法(∞.rpus-∞汀'Oborated旬chnique)Jを提案し、更に、共時的な考察と適時的な考

察を組み合わせた新しいコ}パス方法論としての f混合型 (hybrid)Jを提示する。 to不定詞と-ing

形の時間的特性では、 to不定詞と動名詞の先行研究を渉猟し、複数動詞連鎖の考察の上で重要な役

割を担う独自のto不定詞とーing形の時間的'持性を示す。複数動詞連鎖の総分類のスキーマは、表1

に示されているように、統語的観点と意味的観点の両方からの分類が基盤となり、 4種類の複数動

詞連鎖を考察する上で、必須要素となる。

会三謹
μ./o.V μand.V μy }乙Ving

語脚力 希薄的 語義的 希薄的 語劇甘 希薄的 語集的 希薄的
。回国} 刷醐M叫 (Iexil切り (酬明』副叫 。剖叫 {叫開国Z叫 〈融，cal)J (att醐"崎
Vl Vl Vl VI Vl VI Vl VI 

完全統語 等位節

{∞。rdinat，吋clause)
構造 連鎖補文

{寸月日宮司

(clausal adjunct) 

縮小構造 半補文
(s師同omple聞叩t)
付古日宮司斜格

(adjunctloblique) 

表1 複数動詞連鎖の総分類のスキーマ *1は第1動詞の後ろの連鎖の文法的機能、水2は意味のサプタイプ

第3章は、統語的、そして意味的観点から白e附'0-V sequenceを考察する。羽田 V-to-V sequenceに

は2つの特徴がある。 1つは、完全統語構造グループと縮小構造グループの両方が、 to不定調の時

間的特性を保持していること、もう 1つは、完全統語構造グループの第1動詞の意味の希薄化が、

3 

第1動詞が繰り上げ動詞 (raisingverb)であることに、少なくともいくつかの動詞においては、その

関係性がみられることである。

第4章は、統語的、そして意味的観点からのせleV-and-V sequenceの考察を通して、純粋に統語

的制約と考えられてきたRoss(1967)の「等位構造制約 (CoordinateStructure Constraint)Jの例外を統

語的、そして意味的観点から捉え直す。 Lakotf(1986)とDeane(199勾により等位構造制約の例外は

意味的観点を抜きに説明はできないとすでに示されているが、本稿では、更に一歩進み、 Lako仔

(1986)とDeane(1992)が扱わなかった現象も取り上げ、等位構造制約の例外には、統語的、そして

意味的観点から「純粋な例外(genuineexceptions)Jと I見せかけの例外 (apparentel!!句ptions)Jの2

種類があることを証明する。 (6)に示される純粋な例外は、完全統語構造グループの「等位節タイプ

(coordinated clause)Jに属し、意味的制約を受ける特定の状況下でのみ成立するものであるのに対し

て、 (7)と(8)に示される見せかけの例外は、縮小構造グループに属し、成立するために、意味的制約

を受ける特定の状況下を必要としない。 (ηは縮小構造グループの「半檎文タイプ(semi-complement

type)J、(8)は縮小構造グ、ループの「付加詞/斜格タイプ(adjunctlobliquet)判:)Jに属する。

(6) 乱 Hewent to the sto閃 andbought ten dougl凶u臼.

b. What did he go to白estore飢 dbuy?

σ) a. I've got to甘yand find that screw. 
b. The screw which ['ve got to try and find hol也胸骨ammisto the myolator. (R凶 1967:94) 

(8) 乱 Hewent and spoke to曲emanager. 

b. Who did he go and speak to? 

Sag et a1. (¥ 985)は、等位構造制約の例外が、等位節のいかなる分析においても必ず問題になると指

摘しているが、本稿では、等位構造命q約の例外は、、統語的、そして意味的観点からの捉え直しが可

能であり、等位構造制約の例外に関する問題点を解決している。

第5章は、統語的、そして意味的観点から由efζVsequenceを考察する。 ThefζVsequenceには、

他の3種類の複数動詞連鎖とは異なり、屈折 (inflection)の制約で完全統語構造グループと縮小構造

グループを区別することが可能となる血efιVsequence特有の特徴がある。更に、 thdζVsequence

の第1動詞は、移動動詞のeome，go， runだけであることも白eV-V sequence特有の特徴である。

第6章は、共時的コーパス CollinsWordbanks Online (CWO)と適時的コーパス CorpusofHistorical 

American English (COHA)を用いて、機能的、そして歴史的観点から、 (9)ー(12)に示すような、 4つの

意味的競合複数動詞連鎖 (semanticallycompeting multi-verb sequences)を考察する。

(9) a. He helped organize the party. 

b. He helped to organize the party. 

(10) a. 1'11 try to get you a new tomorrow. 

b. 1'11 try飢 dget you a new one tomorrow. 
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(11) a Come have your dinner. 

b. Come and have your dinner. 

(12)乱 00get me a drink! 

b. 00 and get me a drink! 

意味的競合複数動調達鎖とは、意味的観点から区別ができない、あるいは区別が非常に難しい2種

類の複数動調連鎖である。特に、第4章と第5章の考察は、(1¥)と(12)が示すような、意味的競合複

数動詞連鎖の関係にある theV-and-V sequenceと血efιVsequenceの区別は、意味論的観点からはで

きないことを明らかにする。しかしながら、本稿では、機能的、そして歴史的観点からは、意味的

競合複数動詞連鎖の区別が可能であることを証明する。 CWOを用いた機能的観点からは、「屈折分

類 (theanalysis of inf1ectional ca旬gories)Jと「コーパス内の分野別頻度 (fieldsof discourse) Jが意味

的競合複数動詞連鎖の区別を可能し、そして、COHAを用いた歴史的観点からは、現代英語の甘lefιy 

sequen田は、文法化 (grammaticalization)とは関係がない歴史的発展(historicaldevelopment)を示し

ていることを明らかにする。

第7章では、複数動詞連鎖の総分類を総合的に議論するために、 4種類の複数動詞連鎖の残る 1

つのthefιVingsequenceを、統語的、意味論的、そして歴史的観点から考察する。ThefιVingsequen回

には、特徴が3つある。第1に、世lefζVing sequenceは他の3種類の複数動詞連鎖と意味的競合複

数動詞連鎖にならないことである。つまり、theV-Ving sequenceと他の3種類の複数動調達鎖とは、

類似点が少なく、明確な境界線が引けることである。その明確な境界線が引けることに関連して、

第2に、他の3種類の複数動詞連鎖では、縮小構造グループの意味のサプタイプは1つであること

に対し、出efιVing s明uenceでは、縮小構造グループの意味のサブタイプの数が多いことである。

最後に、第3は、世1eV-ω-Vsequenceと同様に、完全統語構造グループと縮小構造グループの両方が、

ーi目、g形の時間的特性を保持していることである。

第8章は、複数動詞連鎖の総分類が何を意味するのかを議論し、総合的に複数動詞連鎖が持つ特

徴、そして、特に縮小構造グノレープが持つ特徴を明確にする。複数動詞連鎖の特徴に関しては、文

法機能 (grammatical釦nction)の「規則性 (regulari勿)Jと「不規則性 (irregularity)Jの観点から、完

全統語構造グループと縮小構造グループを捉え直すと、完全統括構造グループは規則性を示し、縮

小構造グループは不規則性を示す傾向がある。本稿では、完全統語構造グループの不規則j性は、等

位構造制約の例外であることを示す。実際に、完全統語構造グループと比べると縮小構造グループ

は不規則性を示すが、縮小構造グループの不規則性の中に、新たな規則性を見ることができる。つ

まり、縮小構造グループの不規則性は、新たな規則性を形成する。その新たな規則性が、縮小構造

グル}プが持つ特徴でもある。縮小構造グノレープの規則性は、 (13)-(15)に示す、 3つの制約により

説明される。

(13) 統合性制約(integritycons回int): 

縮小構造グループでは、語が第1動詞と第l動詞に続く諾の聞に介入できない。
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(14) 主語制約 (su町民tconstraint) : 

縮小構造グノレープでは、第1動詞と第2動詞が同じ主語を共有している。

(15) 発生制約 (occurren回 constraint): 

縮小構造グループの付加詞/斜格 (adjunct/oblique)タイプの複数動詞連鎖は、規則的な

順序で発生する。その順序は、白efζVingsequence，血efζand-V sequence， t1Je fιVsequence， 

そして廿lefιω-Vsequenceである。

最後に、本稿が一貫して主張していることは、複数動詞連鎖に対する完全な統語的アプローチで

は、完全統語構造グループと縮小構造グループを区別するには不十分で、意味的アプローチが不可

欠であり、複数動調達鎖の統語論は、意味論なしには十分に説明できないということである。また、

意味的競合複数動詞連鎖については、意味論基盤の機能的、そして歴史的観点なしには説明が難し

いということである。その結果、本稿は、複数動詞連鎖の意味論基盤の多角的アプローチの価値を

なお一層明確にし、更に深い研究への道をも開くものと言える。
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論文審査の結果の要旨

氏 名 l松本初子
…目l陥…

要 旨

f課程博士用 l
(lll臨 1) 

松本知子氏の提出した論文は、英語の複数動詞連鎖 (mu1ti-verb明 uen句)に関して、その性質を、統語的、意味的、

機能的、そして歴史的観点から多角的に論じたものである。取り上げるのは、 (1)-(4)に示す複数動詞連鎖である。

(1) V-tcトVse司uen岱 a.I!i民並且基lω口，fJ(i伐chuponmyfri岱・ b.He笠盟短~‘Twe1fthNight' 
(2)V剖 d-V問 ue悶・ a. You'l1 haveto盟i.t組鑓whathappens. b. He盟盟国国民組!thirty doughnuts 

σ) V-V sequence: a He脳出唱盟益出eparty・ b..亀雄!lyourhands

(4) V-Vingsequenoe: a. My fatheralways釦閥単p!鋭inggolf. b. He盟錨国出ngup臨制限

提出論文の目的は、 1)統謝ト意味曲端点からとれらの複数動詞連鎖の諸用法の総合的分類を行うこと、 2)個々の複

数動間連鎖の統語・意味・機能的特徴を明らかにすること、の二つであるそれを通して、「形が違えば意味が違うJ

というボリンジャーの慨を検証している。以下、各牽の内容を紹介し五上で、その評価を行う。

第一章は上記のような論文の目的が示されている。続く第二章では研究の手法と背景が示される。研究手法として

はコーパスを多角的に用いて、機能的・歴史的分析を行う、としている。また、分類の枠組みが示されている。それ

は、1)亘l閤テストによって、文が複文億鋭語構過をなすか、単文傭繍濁をなすかで大きな分類Ni'f.、
さらU 売錦繍を仇のU 朝輔、ゆ閥均髄、 c}付加嚇離の三つ同日結ぶみ
すものを、 a沖補文タイプ、 b)付加詞・斜格語タイプに分ける、とする。さらに二つの動詞の意蜘潤係から、移動・

2主移動・憾などの諸タイプに分けられる、とする。また、論文でしばし明日げられる重要な概念(特に連
結街頭句岡山e∞ーp1ement))、及び複数動言噂鎖に参加する動詞の語形的詞など)キ頻出動詞 (come，goなどの
直示動詞)の性質が議論されている。

これらの概念に基づいて、ClH仰の分析が展開されていく。第三掌は、 V-to-VS句uenoeを考察する。この連鎖に関
する先行研究が議論されと後、本論文の分類のスキー?に従って、諸用法の分類治ま行われている。さらに、この連鎖

の特徴が議論され、完全統語概査グノトプと縮約掃きグツv-プの両方が、 ω不話司の時局的特性を保持しているこ
欄さ抑れMる。先行概の識と自分棚究糊して議論されかる点、また、完封括輔と榊造の

見分け方の基準についてぶれがある点が惜しまれるが、おおむね妥当な分類と特徴付けがなされている。

第四割、 V冊 V明 U問そ考察する。問調髄の朝捕をなすものと、縦横の半補文タイプ、付加

詞・斜格語タイプに属するものか区別される。さらに、R叩(1967)の「等樹葬造嗣附(CoordinateS加山陀白Instrnint)J

の例外を、完全統語構造と結約構造の違いから、斜酔なf?i併と見せかけの例外に分けられるとする。二つの構造の区

別に関して、加dの発音の違いに注目しながら面11)詞テストを用いている点は興味深い。ただし、完全統語構造をなす

ものと縮約構造をなすものの関係について、さらに深い考察も可能であると思われるが、それがなされていないのは
残念である。

第五帯都Vseq醐閃を考察す号。これは、他の複数離司連鎖とは異なり、屈折の鰍包て完全統語構造と縮細書
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第六章は、以上の三つの章の中でその意脚力な違いが明らかにされなかったkする表現ペアについて、共待的
コーパス白IlinsWor司凶nksOnlineと通時的コーパス仁:Orpusof四stori叫 AmericanEnglishを用いてその違いを考察す
る。取り上げるのは、以下のものである。

σ) a. He he1ped org:副首Z白血e伊rty. b.Hehe1pedωor伊1Ize血e戸rty.

(6) a.l'll by to g向。uanewωmorrow. b.l'l1 by and 伊 youa new one ~口morrow.

IJ) a. Come have your dinner. b. Come and have your dinner. 

(8) a. Go get me a drink! b. Go and get mea drink! 

著者はこれらについて、機能的、そして歴史的観点によってのみ、その特性の違いが明らかになるとしている。

コーパスを通して明らかになったのは、二つの動詞で同じ語形の繰り返しを避けるという同一図画horroraequi) 

の原則による差異、および、それぞれの連鎖が用いられるジャン'l~偽な差異が見られることであるι この章は、
機吉凶甘・歴史的視点を取り入れている本論文の重要な章であり、示されたデータは著者の主張を支持している。

ただし、たとえば、(め，切に示された文に関して、先行研究が指摘している意味的な違いについての考察力主行われ

たなら、やや異なった展開が可能であったように思われる。

第七章では、残る一つの連鎖タイプ、 V勾tngsequenceを考察する。この連鎖では、縮約構造グループの意味の

サブタイプの数が多いこと、また、完全統語構造と縮約構造の両方で、一部の例外を除いて、ーing形の時間的特
性が保持されていることを指摘する。

第八章は、複数動詞連鎖の総合的分類料可を意味するのかを議論し、複数動詞連鎖、特に、縮紺蒋造が持つ特

徴を明確にしている。完全銃器誇造は規則性を示し、縮約構造は不規則金を示す傾向があるが、縮約構造も一貫

した側主を示すことから、不規則性の中に規則性があるとしている。すなわち、結絢構造には、統合性制約:悌

一難司と第二麟司の聞に何も介在できな川;主語制約悌一動詞と第二離司が主語を共有する):さらに、生

起制約 G寸踊司・斜格語タイプでは、翻1]的なl順序で動詞市主複数離種鎖に参加する)の三つを指摘する。この
うち、生起制約は他のものと性質が異なり、閉じような制約として扱うべきかには議論の余地があると思われる。

第九章ではまとめが示される。複数動詞連鎖に対する統諦包アプローチのみでは、縮約構造グル{プの諸用法

を区別するのに不十分で、意味的・機樹句アプローチが不可欠で‘あるとする。また、ボリンジャーの仮説も、意

味の中k機樹枕考察を含めるときにその正しさが明らかになるとしている。
本論文は大著であり、多くの先行文献を参考にしながら書かれており、その幅広さは朝団できる。また、類似

する表現の違いをあくまで追究する態度にも、評価できるものがある。弱点として、扱おうとした内容が広いた

めに全体的なまとまりに欠けること、論旨に明快ではない点があること、諸用法の関係、に関する考察が弱いこと、

英語における方言差があまり考察さ'れていないこと、例文で意図されている意味が不明な場合があることが挙げ

られる。しかしながら、本論文の幅広い考察と研究の実証性』丈それらの弱点を上回るものであると言える。

以上から、本委員会は全会一致で、論文提出者松本知子が博士(文学)を授与されるに足る資格を有する

ものと判定したe
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